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１．緒 言
個人差要因の一つである独自性欲求は，以前から
被服行動と関連性が高い特性とされ，多くの研究が
なされてきた。Snyder&Fromkin1）によると「他
者とは異なるユニークな存在でありたい」という独
自性欲求を各個人が人間の基本的な欲求として備え
ているとしている。藤原ら2）は，この独自性欲求の
強い者ほど，社会の服装規範からの逸脱の程度が大
きく，いわゆる個性的な服装や流行の被服を他の人々
よりも早く採用するなど，その時々の社会規範から
距離のある服装は独自性欲求の強い人の特徴的な被
服行動であることを明らかにしている。牛田ら3）は，
自尊心や独自性欲求の高い者は，フォーマルな場面
で，実用性や個性・流行を考えて着装行動を行い，
逆に独自性欲求の低い者は，インフォーマルやセミ
フォーマルの場面で実用性を重視し，フォーマルや
セミフォーマルな場面で社会的調和を重視して着装
行動を行うとしている。このように，いくつかの研
究例からも明らかなように，独自性欲求は服装を研
究するさいの重要な視点となるが，これまでの報告
では，独自性欲求の高低により調査対象者を分割し，
分析に供した例が多い。また，近藤ら4）は身体装飾
意識について韓国と日本の女子学生の独自性欲求と
の関連を比較した。調査対象者を4タイプに分類
したところ，韓国の女子学生は「自己顕示型」が最
も多く，最も少ないのは「わが道型」であった。こ
れに対し日本の女子学生では「わが道型」が最も多
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Abstract
Thisstudyexamineshowthepursuitofuniquenessaffectsthedressingbehavioroffemalestudents.This
studyalsoexaminesthestructureofimagesfemalestudentshaveonfastfashion.・Pursuitofuniqueness,・
・dressingbehavior,・and・fast-fashionimage・wereusedaslatentvariables.
Asfor・pursuitofuniqueness,・apositivecausalrelationwasobservedbetweenstudentswhoare・sensitiveto
thepresenceofothers・andtheir・dressingbehavior.・Anegativecausalrelationwasobservedbetweenstudents
whoare・negativeaboutexpressingthemselves・andtheir・dressingbehavior.・
Asfor・dressingbehavior,・themorevalueafemalestudentplacedon・fashiontrendiness・andthelessvalue
sheplacedon・prices,・thestrongerher・desiretoexpressherself・wasintermsof・pursuitofuniqueness.・Also,
themore・negative・astudentwas・aboutexpressingherself,・themore・sensitive・shewas・tothepresenceof
others.・
Observedvariablesof・negativeaboutexpressingoneself・were・inhibited・and・shy.・Asfor・dressing
behavior,・studentswhoare・negativeaboutexpressingthemselves・showedanegativeeffecton・fashion
trendiness,・・steady-going/diligence,・and・thepenchantforpurchasingthroughmailorderoratmassmerchan-
diseoutlets.・
Femalestudents'imagesonfastfashionwere・urbanized/cool,・・widevarietyofsizes,・and・volume・（=afford-
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く，少ないタイプは「自己中心型」「自己顕示型」
の2つのタイプではほぼ同じ割合を示したと報告
している。被服行動・衣生活行動・ファッション行
動に関する研究報告は日本家政学会の被服心理学部
会，ファッソンビジネス学会のファッションマーケ
ティング論研究会等においても多くなされている。
他にも衣服学会誌，繊維製品消費学会誌にもファッ
ションとしての実体の服装に対して研究がなされて
いる。
本報では，現代の女子学生の被服行動に影響を及
ぼすにみられる独自性欲求の特徴的な側面を明らか
にしたいと考えた。さらに，独自性のどのような側
面が，彼女達の『被服行動』に影響をもたらしてい
るのであろうか，このことについて構造方程式モデ
リングによる関係の構造を検討した。
さらに，近年，ファストファッションと呼ばれ安
価で提供されるトレンドファッションを扱うグロー
バル SPA（Specialty StoreretailerofPrivate
labelApparel:製造小売業）大型店が各地に出店し
ており，若者をはじめ幅広い年齢層を対象とした消
費者の購買意欲を刺激している。本報の調査対象者
である女子学生の多くもファストファッションへの
関心が高い。そこで，現代の女子学生が抱く『ファ
ストファッションのイメージ』の構造を明らかにし，
独自性欲求との関連と併せて女子学生の被服行動の
傾向を検討することも目的とした。
２．方 法
２－１ 調査方法
調査対象者は，神戸市・太宰府市・熊本市に在住
する女子学生1・2年性221名である。2010年7月
に質問紙による無記名の自記式集合調査を行った｡
２－２ 調査内容
調査内容は，被服行動に関する項目，独自性欲求
に関する項目，ファストファッションに関するイメー
ジの三つの部分から成っている。
① 『被服行動』に関しては，永野5）の被服行動
尺度を参考に流行性・規範性・機能性・経済
性などに関する27測定項目を作成した。各
項目の評定は7段階評定（1全くあてはま
らない，2ほとんどあてはまらない，3あ
まりあてはまらない，4どちらともいえな
い，5ある程度あてはまる，6かなりあて
はまる，7非常によくあてはまる）とした。
② 『独自性欲求』に関しては宮下のユニークさ
尺度6）16項目を設定した。宮下のユニーク
さ尺度は独自性欲求というものを，Ⅰ「他者
の存在を気にするか否か」，Ⅱ「自己を積極
的に表出するか否か」という2つの次元か
らとらえており，今回は，調査対象者の独自
的な側面を，これら2つの視点から把握す
る。ユニークさ尺度についての回答は7段
階評定とし，各項目とも，他者の存在を気に
しないほど，自己を積極的に表すほど高得点
となるよう7～1点を付与した。
③ 被服行動の一環として『ファストファッショ
ン』に関するイメージ18項目を設け，複数
回答とした。
２－３ 分析方法
『被服行動』『独自性欲求』の分析には，7段階の
評定尺度に対してそれぞれ7～1得点を与え因子分
析を行った。
『独自性』が女子学生の『被服行動』に及ぼす影響
を検討するために，共分散構造分析による構造方程
式モデリング（SEM/StructuralEquationModel）
を設定しパス解析を行った。構造方程式モデリング
とは，観測によって得られる観測データ（観測変数）
の背後にあるさまざまな要因の関係を分析する統計
手法ある7）。従来の統計モデルの重回帰分析・因子
分析・分散分析の記述が可能である。
『ファストファッション』に関する意識を複数回
答により調査し，同様の分析手法を用いた。
データの集計･分析には IBM SPSSStatistics
（Ver.19.0J）,AMOS（Ver.19.0J）を用いた。
３．結果及び考察
３－１ 被服行動の探索的因子分析
女子学生の被服行動の構造を調べるために因子分
析を行った。まず，それぞれの尺度の質問項目につ
いて項目分析を行った。質問項目は正規分布，天井
効果項目間の相関係数を確認した。さらにプロマッ
クス回転による分析を繰り返し因子負荷量が0.35以
下，2重負荷の項目を削除した。最終的に本尺度の
質問項目は7項目が削除され20項目となった。以
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下その結果を述べる。
20項目の因子分析では，6因子が抽出され累積寄
与率は61.4％であった（表1）。第1因子には，「ど
のようなファッションがはやっているかについてよ
く知っている」「多くの店を見てまわる」「最新のファッ
ションについて知るために多くの店を見てまわる」
「いろいろなタイプの衣服に挑戦してファッション
を楽しむ」「ファッション雑誌をよく読む」などの
項目の因子負荷量が高いことから「流行性」と命名
した。第2因子には，「保温性や通気性の良い服を
選ぶ」「衣服のデザインよりはそれを着たときの動
きやすさを重視する」「吸湿性の良い生地の服を選
ぶ」「華美さよりは機能性を重視して衣服を選ぶ」
などの項目の因子負荷量が高いことから「機能性」
と命名した。第3因子には，「衣服は安くてもよい
から数多く持ちたい」「どんなに気に入った服でも
高ければ買わない」「多少値段が高くても品質の良
い衣服を選ぶ」「自分にとって高価な衣服は必要が
ないと思う」などの項目の因子負荷量が高いことか
ら「価格性」と命名した。第4因子には，「不謹慎
だと人に思われる服装はしたくない」「人が場違い
な服装をしているのを見ることは耐え難い」「季節
感を気にしない」などの項目の因子負荷量が高いこ
とから「規範性」と命名した。第5因子は，「その
時の仕事の内容に相応しい服装をするようにしてい
る」「丈夫で長持ちする服がよい」という項目の因
子負荷量が高いことから「堅実・勤勉性」と命名し
た。第6因子は「無店舗販売（インターネットや
通信雑誌）」をよく利用する」「安い服であれば少し
くらい気にいらなくても買うことがある」という項
目の因子負荷量が高いことから「通販量販性」と命
名した。
３－２ 独自性欲求の探索的因子分析
「独自性欲求」の構造を明らかにするために因子
分析を行った。まず，それぞれの尺度の質問項目に
ついて項目分析を行った。さらにプロマックス回転
による因子分析を繰り返し，因子負荷量が0.35以下，
2重負荷の項目を削除，最終的に11項目を抽出した。
質問項目は固有値1以上で3因子が得られ累積寄
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表1．被服行動の探索的因子分析
被服行動 因子の構造行列
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
％
累積寄与率
3どのようなファッションがはやっているか .815 -.113 -.188 -.050 .161 .340
1多くの店を見てまわる .778 -.133 -.267 -.073 .187 .399
14最新のファッションを着る .738 -.017 -.168 .022 -.073 .255
27いろいろなタイプの衣服に挑戦 .602 -.079 -.175 -.118 .520 .344
7ファッション雑誌をよく読む .574 .074 .092 -.099 .080 -.168 17.235
11保温性や通気性の良い服を選ぶ -.091 .811 .098 .101 .039 -.037
10着たときの動きやすさ -.085 .749 .158 .147 .141 .099
13吸湿性の良い生地の服を選ぶ .079 .743 -.208 -.176 -.003 .044 13.649
21華美さよりは機能性を重視 -.168 .598 .215 .311 .198 .226 30.884
2安くてもよいから数多 .250 -.135 .696 .254 .234 .210
8高ければ買わない -.297 .214 .682 .261 -.194 -.054
23多少値段が高くても品質の良い衣服 .376 .220 -.669 -.084 .232 .214 10.404
26高価な衣服は必要がない -.175 .321 .659 -.076 .142 -.019 41.288
16不謹慎だと人に思われる服装はしたくない -.142 .111 .238 .764 .326 .004
6「場違いな」服装 耐え難い .175 .100 -.005 .735 .047 .108 8.263
12季節感を気にしない .179 .188 -.267 -.484 -.013 .449 41.288
25仕事の内容にふさわしい服装をする .170 .093 .043 .070 .768 .102 6.427
15丈夫で長持ちする服がよい -.144 109 .006 .377 .658 0 55.977
24（通信雑誌）をよく利用 .214 -.015 -.109 -.066 .224 .761 5.432
20安い服であれば買うことがある .293 .111 .258 .149 -.062 .699 61.409
与率は56.97％であった（表2）。
第1因子には，「自分と他人を比較してしまう」
「自分のことを認めてもらいたい」「他人の評価が気
になる」「自分の容姿を気にする方である」「誰から
も嫌われたくない」「人に見られていると格好をつ
けてしまう」「他人が自分に反対すると嫌な気持ち
になる」など7項目の因子負荷量が高いことから
『他者の存在を気にする』と解釈した。第2因子は，
「引っ込み思案である」「恥ずかしがりやである」と
いう2項目の因子負荷量が高いことから『自己表
出に否』と解釈した。第3因子は，「型にはまった
ことをするより変わったことをしたい」「いつでも
積極的に自分の意見を述べる」という2項目の因
子負荷量が高いことから『目立ちたい』と解釈した。
以上のように，ユニークさ尺度の2つの次元に
対応する第1因子『他者の存在を気にする』，第2
因子『自己表出に否』に加え，第3の『目立ちた
い』因子が抽出された。
３－３『被服行動』と『独自性欲求』各因子の
構造方程式モデリング
『被服行動』の第 1因子「流行性」と第 3因子
「価格性」の各項目をそれぞれの観測変数（四角形
に表す）に，『独自性欲求』の第1因子「他者の存
在を気にする」と第2因子「自己表出に否」の各
項目をそれぞれの観測変数にした構造方程式のモデ
ルを検討した。分析の結果としてその原因や総合関
係の強さを表す標準化推定値（パス係数：因子負荷
量に相当する）はすべて0.1％水準で有意であり，
十分な値を示した。構造方程式のモデリングの妥当
性を検討した結果適合度指標はGFI=0.896,AGFI=
0.856，RMSEA=0.072を示したので，モデルの説
明力，データへの当てはまりなどから，適合度が高
いといえる（図1）。
潜在変数（楕円形に表す）間の因果係数は「価格
性」→「流行性」の因果係数は－0.40であり，やや弱
い負の因果係数を示していることがわかった。価格
性は「安くて（0.71）」「品質重視（－0.61）」はし
ない，「数多く（0.4）」と構成され，「品質重視」を
せず「高価服は不要」と思う学生ほど「多くの店を
まわる（0.80）」「流行（0.76）」には負の影響が示さ
れた。一方，潜在変数間の因果関係は「F1他者存
在気にする」→「F1流行性」は（0.23），「F1流行性」
→「F2自己表出に否」は（－0.41），「F2自己表出
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表2．独自性の探索的因子分析
独自性の探索的因子分析
独自性11項目
因 子 ％
累積寄与率Ⅰ Ⅱ Ⅲ
16自分のことを認めてもらいたい .775 .123 .225
5誰からも嫌われたくない .753 .124 -.042
2他人の評価が気になる .740 .463 -.096
4自分と他人を比較してしまう .707 .427 .366
15自分の容姿を気にする方である .689 .099 .379
12人に見られていると格好をつけてしまう .566 .278 .476
7自分に反対すると嫌いな気持ちになる .525 .469 .246 32.29
1引っ込みじあん（思案）である .217 .835 -.205
13恥ずかしがりやである .194 .808 -.032 17.64
3変わったことをしたい .109 -.032 .807
10積極的に自分の意見を述べる .090 -.428 .655 9.77
Total 56.97
因子の相関行列
成分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 他者の存在を気にする 1 .336 .252
Ⅱ 自己表出に否 1 -.060
Ⅲ 目立ちたい 1
に否（逆転項目）」→「F1他者存在気にする」（0.40）
を示した。つまり，『被服行動』において，「流行性」
を重視する人は「価格性」は重視しない負の関係（－
0.4）であり，『独自性欲求』において，「他者の存
在を気にする」人は「流行性」を重視（0.23）し，
一方，「自己表出」する人ほど「流行性」を重視
（0.41）することがわかった（図1）。
３－４『独自性欲求』2因子が『被服行動』4因子
に及ぼす影響
独自性が被服行動に及ぼす影響を検討するために，
女子学生の『被服行動』を構成する各因子の因子得
点を基に各因子得点を観測変数として『独自性欲求』
を構成する潜在変数との因果関係を検討した。構造
方程式モデリングの妥当性を検討した結果，適合度
指標はGFI=0.940,AGFI=0.896,RMSEA=0.070を
示したので，モデルの説明力，データへの当てはま
りなどから，適合度が高いといえる（図2-1）。
３－４－１ モデルの部分評価
『独自性』の2つの潜在変数（楕円形で表す）
から『被服行動』の因子得点である4つの観測
変数（四角形で表す）への影響指標は0.22～0.76
であるから，潜在変数は観測変数によって適切に
測定されている。「F2機能性」「F4規範性」は
標準化推定値分析で有意でなかったため，2つの
因子は除外した。分析の結果としてその因果や総
合関係の強さを表す標準化推定値（パス係数；因
子付加量に相当する）は全て0.1％水準で有意で
あり，十分な値を示した。つまり，女子学生の
『被服行動』は「流行性」，「通販量販性」と関係
が強く，「機能性」や「規範性」は重視していな
いことが分った。
３－４－２潜在変数間の因果係数
『F1他者の存在を気にする/独自性欲求の第1
因子』←『F2自己表出に否/独自性欲求の第2因
子』が（0.54），『F1他者の存在を気にする』→
『F1流行性/被服行動の第 1因子』が（0.43），
『F5堅実性/被服行動の第 5因子』が（0.29），
『F6通販量販性/被服行動の第6因子』が（0.41）
であったが，『F3価格性/被服行動の第3因子』
とは有意差が認められなかった。『F2自己表出
に否』→『F1流行性』は（-0.74），『F3価格性』
（0.22），『F5堅実・勤勉性』（-0.35），『F6通販
量販性』（-0.55）となり，価格性とは弱い関係が
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図1．被服行動と独自性の構造方程式モデリング
みられたが，他は強い負の影響を示した。これら
潜在変数から観測変数への構成要素は全て0.1％
水準で統計的に有意であった。次に『被服行動』
の構成概念を検討するため，6つの各因子の因子
得点を観測変数に用いた。女子学生の『被服行動』
は「第1因子流行性（0.43）」「第6因子通販量
販性（0.41）」「第5因子堅実・勤勉性（0.29）」
順に構成要素が大きく，0.1％水準で有意であっ
た。つまり，流行を重視し価格はそれほど考慮し
ない学生ほど自己表出が強く（-0.74/逆転項目），
「自己表出に否」の学生ほど「他者の存在を気に
する（0.54）」と言える。また，『独自性』観測変
数の「引っ込み思案（0.47）」「恥ずかしがり（0.38）」
な学生は『自己表出に否』である。また，『他者
の存在を気にする』の構成要素は「他人の評価が
気になる（0.76）」「自分のことを認めてもらいた
い（0.72）」「自分と他人を比べてしまう（0.65）」
「誰からも嫌われたくない（0.65）」という順に構
成されており，このような学生ほど被服行動の
「流行性」に影響を及ぼしていた。
次に，『被服行動』と『独自性欲求』の関係構
造を図2-1より総合的は観点から各潜在変数の
因果関係の強さを検討する。まず，『被服行動』6
つの因子のそれぞれの因子得点を観測変数（四角
形に表す）にした『被服行動；潜在変数（楕円形
に表す）』の構造を分析した。そこで，第2因子
と第4因子は有意ではなかったので観測変数か
ら除外し，図2-2に示す『被服行動』の第1因
子「流行性」，第 3因子「価格性」，第 5因子
「勤勉性」，第6因子「通信販売」の各項目の因
子得点をそれぞれの観測変数（四角形に表す）に，
『独自性欲求』の第1因子「他者の存在を気にす
る」と第2因子「自己表出に否」の各項目をそ
れぞれの観測変数にした構造方程式のモデルを検
討した。
分析の結果としてその原因や総合関係の強さを
表す標準化推定値（パス係数：因子負荷量に相当
する）はすべて0.1％水準で有意であり，十分な値
を示した。構造方程式のモデリングの妥当性を検
討した結果適合度指はGFI=0.936,AGFI=0.897，
RMSEA=0.069を示したので，モデルの説明力，
データへの当てはまりなどから，適合度が高いと
いえる（図2-2）。
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図2-1．独自性の「他者存在気にする」「自己表出否」が被服行動の各因子に及ぼす影響
３－４－３ 潜在変数（楕円形に表す）間の因果
係数
「他者を気にする」→「被服行動」の因果係数は
-0.33であり，「他者を気にする」学生は「被服行
動」と関係がやや弱い正の因果係数（0.33）を示
していることがわかった。また，「自己表出に否」
な学生は「被服行動」に負（-0.54）の因果係数を
示していることがわかった。つまり，独自性欲求
について「他者の存在を気にする」学生は「被服
行動」に正の因果関係が，「自己表出に否」な学
生は「被服行動」に負の因果関係が認められた。
図2-1では被服行動の2つ因子のみの構造を明
らかにしたが，図2-2では被服行動と有意な標
準化係数示している4つの因子を検討すること
ができた。女子学生の被服行動は流行性（0.62），
通販性（0.48），勤勉性（0.31）の順に重視され，
インターネット購入の通信販売に関心を持ってい
ることがわかる。しかし，図2-1と同様に価格
性とは負（-0.25）の負荷量を示し，女子学生の被
服行動に価格性は負の関係にあることが明らかに
なった。
３－５ ファストファッションのイメージの探索
的因子分析
「ファストファッションのイメージ」の構造を調
べるために探索的因子分析を行った。まず，それぞ
れの尺度の質問項目について項目分析を行った。質
問項目は正規分布，天井効果，項目間の相関係数を
確認した。さらに，プロマックス回転による因子分
析を繰り返し，因子負荷量が0.35以下，2重負荷の
項目を削除，最終的に質問項目を抽出した。以下尺
度毎にその結果を述べる。
本尺度の項目は，回答数の少ない2項目を削除
し16項目とした。16項目の因子分析では6因子が
抽出され，累積寄与率は60.2％であった（表3）。
第1因子は5項目「大量生産」，「大量出店（多国）」，
「気軽に」，「低価格」，「親しみがある」の因子負荷
量が高く，『VOLUME（量的な）』と命名した。第2
因子は「かっこいい」「都会立地条件」「販売員のア
ドバイス」「おしゃれ」の4項目で，『都会的な』と
命名した。第 3因子は「品揃え」「多様な服種」
「最先端流行（トレンド）」の3項目で，『商品の品
揃え（トレンド性）』と命名した。第 4因子は，
『カラー』，第 5因子は『国際的な』，第 6因子は
『サイズ豊富』と命名した。
女子学生の被服行動に影響を及ぼす独自性欲求とファストファッションのイメージ構造
―113―
図2-2．独自性の「他者存在気にする」「自己表出否」が「被服行動」に及ぼす影響
ファストファッション（FastFashion）とは分り
やすくいえば食品のマクドナルド版のようにファス
トフードのアパレル版で流行を素早く入れ，おしゃ
れなものを安く提供するブランド，その商品のこと
でGlobalSPA（SpecialtyStoreretailerofPrivate
labelapparel:製造小売業）ブランドと解釈できる。
2009年日本の流行語に選ばれるほどファストファッ
ションは女子学生の被服行動に関して無視できない
用語でもある。日本のアパレル市場は1996年をピー
クに縮小しており，1996年15兆円であったのが
2008年は8兆円になり，12年間で約半分になって
いる8）。
日本に進出する外資系SPA企業の日本初出店は
GAP（アメリカ発1994年），ZARA（ザラ；スペイ
ン発1999），H&M（スウェーデン発2008），フォー
エバー21（アメリカ発2009）が代表的ブランドで
ある。大学1・2年生の調査対象者には，まだ着用
したことのない商品が多いかもしれないが，ファス
トファッションに対するイメージ調査は，現代の女
子学生の被服行動を把握するうえで意味のあること
と考えられる。
（一社）日本衣料管理協会が創立40周年記念とし
て2011年12月6日初版発行したキャリア教育テキ
スト「ファッションビジネスと衣料管理士」，「ファッ
ションビジネスの世界」教材によると，世界のファッ
ションチェーングループの2010年度の売上高は
H&M（1兆5,700億円），ZARA（1兆3,700億円），
GAP（1兆2,000億円），FOREVER21（1,800億円），
日本のUNIQLO（8,100億円）で，数値は2010年12
月30日の為替レートを参考に円換算した年商額で
ある。
３－６ ファストファッションイメージの構造
女子学生の『ファストファッションのイメージ』
を構成する潜在変数・観測変数間の因果関係を検討
するために構造方程式モデリングの妥当性を検討し
た結果，適合度指標は GFI=0.968,AGFI=0.948,
RMSEA=0.018を示したので，モデルの説明力，デー
タへの当てはまりなどから，適合度が高いといえる
（図3）。
３－６－１ モデルの部分評価
潜在変数（楕円で表す）から観測変数（四角形
で表す）への影響指標は0.39～0.82であるから，
潜在変数は観測変数によってかなり適切に測定さ
れている。分析の結果としてその因果や総合関係
の強さを表す標準化推定値（パス係数；因子付加
量に相当する）は全て0.1％水準で有意であり，
十分な値を示した。
３－６－２ 潜在変数間の因果係数
『F1Volume』⇔『F2かっこいい・都会的』が
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表3．ファストファッションイメージの因子分析
ファストファッションイメージ
因 子 ％
累積寄与率Ⅰ Ⅱ Ⅲ
17大量販売 0.776 -0.197 0.105
16大量出店（多国） 0.689 -0.103 0.146
3低価格 0.683 -0.166 0.13
18気軽に 0.646 -0.049 -0.109
11親しみがある 0.567 0.026 -0.211 23.51
9かっこいい -0.152 0.7684 -0.005
14販売員のアドバイス -0.028 0.6888 0.162
13都会立地条件 -0.071 0.6633 0.188 16.22
10おしゃれ -0.327 0.5019 0.385 39.73
2品揃え 0.017 0.206 0.729
4多様な服種 0.344 0.058 0.662 10.67
1最先端 流行（トレンド） -0.459 0.031 0.575 50.40
因子の相関行列
因子 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ Volume（量的な） 1 -0.155 -0.024
Ⅱ 都会的な 1 0.137
Ⅲ 商品の品揃え 1
（-0.27），『F1Volume』⇔『F5サイズ豊富』が
（0.29）とやや弱い因果係数が示された。つまり
『ファストファッションのイメージ』を「かっこい
い（0.66）」，「都会的立地条件（0.5）」とする学生
は「大量販売（0.82）」，「大量（多国出店）（0.66）」，
「低価格（0.56）」のイメージとは（-0.27）負の関
連がみられた。しかし『ファストファッションの
イメージ』を「大量販売（0.82）」，「大量（多国）
（0.66）」，「低価格（0.56）」とする学生は「サイ
ズ豊富（0.29）」とのやや弱い（0.29）正の共変関
係（共分散相関）がみられた。つまり，女子学生
はファストファッションのイメージを「Volume」,
「都会・かっこいい」，「サイズ豊富」なイメージ
と考えていた。また，ファストファッションの
イメージを「都会・かっこいい」と思う人は
「Volume」的とのイメージはもっていないけれ
ど，「Volume」的なイメージを持っている人は
「サイズが豊富」なイメージを持っていた。
ファストファッション企業の出店立地では，東
京都の原宿，渋谷，銀座，新宿の4地区が特に
重点地区となっている。そのことが『F2かっこ
いい・都会的』と認識している根拠と言える。こ
のファストファッションイメージの構造方程式モ
デリングでは「F3商品の品揃え（トレンド性）」，
「F4カラ－」，「F5国際的な」とは有意差みられ
なかったので分析から除外した。
３－７ 女子学生のファストファッションに対す
るイメージ順位
16項目のファストファッションのイメージにつ
いて複数回答を求めた。女子学生のファストファッ
ションのイメージ16項目の順位は 1位トレンド
（70.6％），2位低価格（50.2％），3位品揃え（35.7
％），4位おしゃれ（33.9％），5位多様な服種（30.3
％），6位大量販売（27.6％）の順であった（図4）。
本調査を2010年に実施したとき，調査対象者の女
子学生は高校制服から私服に変わって1～2年経っ
たばかりではあったが，ファストファッションに対
するイメージは，順位結果から明らかなように概ね
正確につかんでいることがわかった。
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図3．ファストファッションのイメージ構造
４．まとめ
本研究は構造方程式モデリング手法を用いて，女
子学生の被服行動に及ぼす独自性欲求の影響を明ら
かにした。また，女子学生の被服行動に重要なファ
ストファッションのイメージの構造を分析し，以
下のようなことが明らかした。
1）本調査の対象者である女子学生の「独自的欲求」
の探索的因子分析の結果，『他者の存在を気にす
る』『自己表出に否』『目立ちたい』の三つの因子
であった。これらの内，被服行動に影響を及ぼす
のは『他者の存在を気にする』『自己表出に否』
の側面である。独自性欲求について「他者の存在
を気にする」人は「被服行動」に正の因果関係が，
「自己表出に否」な人は「被服行動」に負の因果
関係が認められた。
2）女子学生の『被服行動』の探索的因子分析の結
果，「流行性」，「機能性」「価格性」「規範性」「堅
実・勤勉性）」「通販量販性」の6つの因子であっ
た。
3）被服行動と独自性欲求の構造方程式モデリング
では，女子学生の「被服行動」は「流行性（0.62）」，
「通信販売性（0.48）」「堅実・勤勉性（0.31）」「価
格性（-0.25）」の順に標準化係数を示し有意であっ
た。しかし，「機能性」や「規範性」は有意では
なかった。
4）被服行動において「流行性」を重視し「価格性」
はそれほど考慮しない学生ほど独自性欲求の「自
己表出」は強く（0.74），「自己表出に否」の学生
ほど「他者の存在を気にする（0.54）」といえる。
また，「自己表出に否」の構成要素は「引っ込み
思案（0.61）」「恥ずかしがり（0.47）」で，『被服
行動』に対しては「流行性」「堅実・勤勉性」「通
販量販性」に全て負（-0.74，-0.35，-0.55）の
影響を示した。
5）『他者の存在を気にする』の構成要素は「他人
の評価が気になる（0.76）」「自分のことを認めて
もらいたい（0.72）」「自分と他人を比べてしまう
（0.65）」「誰からも嫌われたくない（0.65）」とい
う順に構成されており，『被服行動』には「流行
性」「堅実・勤勉性」「通販量販性」全て（0.43，
0.29，0.41）に正の影響を示していた。
6）『ファストファッション』イメージについては，
「かっこいい（0.66）」，「都会的な（0.5）」とイメー
ジする学生ほど，「大量販売（0.82）」，「大量出店
（多国）（0.66）」，「低価格（0.56）」のイメージは
薄く（-0.27）負の関連がみられた。しかし『ファ
ストファッションのイメージ』を「大量販売」，
「大量出店（多国）」，「低価格」とイメージする学
生は「サイズ豊富（0.29）」とやや弱い（0.29）正
の関連がみられた。
7）『ファストファッション』のイメージ16項目の
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図4．ファストファッションのイメージの順位
順位は1位トレンド（70.6％），2位低価格（50.2
％），3位品揃え（35.7％），4位おしゃれ（33.9
％），5位多様な服種（30.3％），6位大量販売
（27.6％）の順であった。
構造方程式モデリングの妥当性はGFI（適合度）
が1.0に近いほど， AGFIがGFIと近いほど，
RMSEAが0.8以下で当てはまりが良いとされる7）。
また，標準化推定値のパス係数の値は全て有意であ
ることを確認した。
本研究の一部は日本家政学会第64回大会（場所：
武庫川女子大学，2012年5月）にて研究発表9）を
行った。
本論文の執筆は，緒言を日本家政学会被服心理学
部会の近藤信子先生，方法・結果及び考察・まとめ
を孫 珠煕が分担して担当した。
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要旨（Abstract）
本研究は，女子学生の被服行動に影響を及ぼす独
自性欲求について研究を行なった。また女子学生の
ファスト・ファッションに対するイメージについて，
その構造を検討した。潜在変数は『独自性欲求』
『被服行動』『ファスト・ファッションのイメージ』
である。
『独自性欲求』について「他者の存在を気にする」
学生は『被服行動」』に正の因果関係が，「自己表
出に否」な学生は『被服行動』に負の因果関係が
認められた。
『被服行動』において「流行性」を重視し「価格
性」はそれほど考慮しない学生ほど『独自性欲求』
の「自己表出」は強く，「自己表出に否」の学生
ほど「他者の存在を気にする」といえる。
「自己表出に否」の観測変数は「引っ込み思案」
「恥ずかしがり」である。「自己表出に否」の学生
は『被服行動』に対しては「流行性」「堅実・勤
勉性」「通販量販性」に全て負の影響を示した。
女子学生は『ファスト・ファッションのイメー
ジ』を「都会・かっこいい」「サイズ豊富」
「Volume」なイメージと考えていた。
（2012年10月22日受付）
（2012年12月19日受理）
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